
議第１９号議案  

  

   北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議する決議  

  

 北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議し、次のとおり提出する。  

  

   平成２９年３月２４日提出  

  

                       政策・総務・財政委員会    

                       委員長  瀬之間  康  浩    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北 朝 鮮 の 弾 道 ミ サ イ ル 発 射 に 抗 議 す る 決 議  

  

 去 る ３ 月 ６ 日 、 北 朝 鮮 は ４ 発 の 弾 道 ミ サ イ ル を ほ ぼ 同 時 に 発 射 し 、 そ の う ち ３

発 は 日 本 海 上 の 我 が 国 の 排 他 的 経 済 水 域 内 に 落 下 し た 。  

 こ れ は 、 昨 年 １ １ 月 に 国 連 安 全 保 障 理 事 会 で 採 択 さ れ た 安 保 理 決 議 2 3 2 1号 を 初

め と す る 累 次 の 安 保 理 決 議 や 日 朝 平 壌 宣 言 に 違 反 す る と と も に 、 六 者 会 合 共 同 声

明 の 趣 旨 に も 反 す る も の で あ り 、 断 固 と し て 抗 議 す る 。 ま た 、 航 空 機 や 船 舶 の 安

全 確 保 の 観 点 か ら 極 め て 問 題 の あ る 危 険 な 行 為 で あ り 、 断 じ て 容 認 で き な い 。  

 北 朝 鮮 は 、 昨 年 、 核 実 験 を ２ 度 に わ た り 実 施 し 、 ま た 、 長 距 離 弾 道 ミ サ イ ル や

潜 水 艦 か ら 発 射 し た も の を 含 め 、 ２ ０ 発 を 超 え る 弾 道 ミ サ イ ル の 発 射 を 実 施 し  

た 。  

 さ ら に 、 こ と し に 入 り 、 日 米 首 脳 会 談 直 後 の ２ 月 １ ２ 日 の 発 射 に 続 き 、 今 般 も

４ 発 の 弾 道 ミ サ イ ル を 発 射 す る な ど 、こ う し た 核 実 験 及 び た び 重 な る 弾 道 ミ サ イ

ル の 発 射 は 、 新 た な 段 階 の 脅 威 で あ る こ と を 明 確 に 示 す も の で あ る と と も に 、 我

が 国 及 び 地 域 、 そ し て 国 際 社 会 全 体 の 安 全 保 障 に 対 す る 明 ら か な 挑 発 行 動 で あ  

り 、 強 く 非 難 す る 。  

 よ っ て 、 横 浜 市 会 は 、 国 際 連 合 か ら ピ ー ス メ ッ セ ン ジ ャ ー の 称 号 を 授 与 さ れ た

都 市 の 議 会 と し て 、恒 久 平 和 と 核 兵 器 廃 絶 を 実 現 す る と と も に 市 民 の 生 命 と 財 産

を 守 る 立 場 か ら 、 北 朝 鮮 の 行 為 に 対 し 抗 議 す る と と も に 、 こ の よ う な 行 為 を 二 度

と 起 こ さ な い よ う 強 く 求 め る も の で あ る 。  

 以 上 、 決 議 す る 。  

  

   平 成 ２ ９ 年 ３ 月 ２ ４ 日  

  

                              横 浜 市 会    
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